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（1）事務事業の概要

 事業期間
□単年度のみ
■単年度繰返 （ 年度～　）
□期間限定複数年度

（ 年度～ 年度　）

（２）事務事業の指標
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（３）事務事業のコスト

２　事後評価 【SEE】

雲南市（R04年3月改正版）ver.2.0

① 事業実績
における成果

・雲南広域連合（雲南消防本部）が行う消防業務に関する負担金を支出。
・雲南消防本部は、雲南、奥出雲、飯南の３消防署、消防吏員115名、配備車両27台体制で、雲南3市町
の消防業務を担っている。

② 事業実施
するうえでの
課題

・火災をはじめとした災害発生時における消防署（常備消防）と消防団（非常備消防）とのさらなる連携強
化が必要。
・消防署庁舎等の老朽化を踏まえた計画的な施設改修が必要となっている。
・国おいては、限られた人員・財源の中でさらなる消防力の充実・強化を図る観点から、常備消防組織の
広域化を推進している。

③ 課題解決
に向けた改革
改善等

・消防調整会議をはじめ、消防本部と消防団との連絡会議等により、災害発生時等における連携強化に
ついて協議を行う。
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R元年度(決算) R2年度(決算) R3年度(決算) R4年度(計画)

16,149

35,500 42,500 23,500

① 事業費の内訳 （R3年度決算）
雲南広域連合負担金（消防）：759,678千円
【内訳】
・消防費市町負担金：671,687千円
・消防費特別市町負担金：81,481千円（うち防災支
援車整備事業、災害対応特殊消防ポンプ車整備
事業、高機能消防指令センター整備事業に過疎債
を充当）
・高速自動車国道特別負担金：6,510千円

② コストの推移 単位

財
源
内
訳

国庫支出金 千円

県支出金 千円

地方債 千円

その他 千円

一般財源 千円

事業費計

(実績) (実績) (実績) （計画）
R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

17 15

年間救急搬送件数(暦年) 件 1,541 1,374 1,456 1,500

年間火災発生件数(暦年) 件 9 19

 成果指標 単位

④ 主な活動 ⑤ これまでの改革・改善経緯
（この事務事業に関してこれまでどのような改革改善をしているか？）R3年度実績（R3年度に行った主な活動）

・負担金の支払業務及び消防調整会議等への出席 ・特になし

1

事務事業名 雲南消防本部運営事業 所属部 防災部 所属課 くらし安全室

令和 3 年度事業　事後評価・決算 事務事業マネジメントシート 4 6

室長　加藤信也

施策名 〈16〉消防・防災対策の推進
担当者名 佐々木良

電話番号 0854-40-1027
目
的

対
象

市民

政策名 〈Ⅱ〉安全・安心で快適なまち≪定住環境≫ 所属G くらし安全G 課長名

意
図

2352

予算
科目

会計 款 大事業 大事
業名

常備消防総務管理事業

項

③ 事業内容（期間限定複数年度事業は全体像を記述）
・消防・救急業務にかかわる雲南広域連合（雲南消防本部）への負担金の支出ほ
か。
・負担金については、基準財政需要額基礎として雲南3市町の負担割合を決定し
ている。（Ｒ3雲南市負担金割合：63.257％）

H16

目 中事業

（内線）

市民 市民の生命・財産を守る。

〈047〉防火施設と消防体制の充実
目
的

対
象

市民
意
図

火災による被害にあわない。

総
合
計
画
体
系

生命・財産を火災・災害から守る。

基本事業
中事
業名

雲南広域連合負担金（消防）

１　現状把握 【DO】

① 対象（誰、何を対象にしているのか） ② 意図（対象がどのような状態になるのか）


